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情報ライブラリーから（本の紹介） 10
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インフォメーション 12

おすすめシネマ 10

…
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特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　
　
〜
み
ん
な
で
は
じ
め
よ
う
！
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
！
〜
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１．ＳＤＧｓとは？（sustainable:持続可能な, development:開発, goals:目標）
2015年に国際連合で採択された2016〜2030年の15年間で達成するために掲げた「持続開発可能な目標」のこと。

2
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　
〜
み
ん
な
で
は
じ
め
よ
う
！
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
！
〜

　

2
0
1
5
年
9
月
に
国
連
総
会
で
加
盟
国
1
9
3
か
国
に
よ
り
、

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
計
画
）
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
、
世
界
を
変
え

る
た
め
の
17
の
目
標
「
S
D
G
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
」
で

す
。
17
の
目
標
の
下
に
は
、
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
途
上
国
も
先
進
国
も
、
そ
し
て
世
界
中
の
一
人
ひ
と
り
に
関
わ

る
取
り
組
み
と
し
て
、
S
D
G
ｓ
は
、
2
0
1
6
年
1
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
3
0
年
ま
で
に
貧
困
に
終
止
符
を
打
ち
、
持
続
可
能
な
未
来
を

追
求
す
る
た
め
に
、
「
だ
れ
ひ
と
り
、
取
り
残
さ
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
S
D
G
ｓ
の
取
組
は
、
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
格
差

と
不
平
等
を
な
く
し
、
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
を
つ
く
る

と
い
う
世
界
共
通
の
目
標
に
向
け
、
私
た
ち
は
歩
み
始
め
ま
し
た
。
い

ま
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
、
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
、

飢
餓
や
貧
困
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
海
洋
汚
染
や
生
物
多
様
性
の
損

失
、
無
理
な
開
発
が
招
く
資
源
の
枯
渇
と
利
権
の
た
め
の
紛
争
、
教
育

や
労
働
環
境
の
格
差
等
々
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。

　
子
ど
も
や
孫
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
世
代
に
、
持
続
可
能
な
社
会
と
環

境
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
い
ま
行
動
を
起
こ
さ
な
い
と
手
遅
れ
に
な
り

ま
す
。
資
源
の
使
い
方
や
開
発
の
見
直
し
と
と
も
に
、
貧
困
の
撲
滅
、

あ
ら
ゆ
る
不
平
等
の
是
正
が
必
要
で
す
。

　
17
の
目
標
は
相
互
に
関
係
す
る
も
の
で
、
総
合
的
な
取
組
み
が
必
要

で
す
。
例
え
ば
、
気
候
変
動
対
策
も
、
平
和
の
確
保
も
行
わ
ず
に
、
飢

餓
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
人
類
の
半
数
を

占
め
る
女
性
の
権
利
と
機
会
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
、
残
り
の
目
標
も

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
」
は
、

全
て
の
目
標
達
成
に
欠
か
せ
な
い
と
て
も
基
礎
的
で
、
と
て
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
す
。

みんなではじめよう！未来につなげよう！

ＳＤＧｓとジェンダー
5月18日に開催した「男女共同参画セミナー県民講座」での大崎麻子
さんの講演から、ＳＤＧｓとジェンダーについて考えてみましょう。



２．目標５「ジェンダー平等を実現しよう」について

3
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　
〜
み
ん
な
で
は
じ
め
よ
う
！
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
！
〜

　

目
標
５
で
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し
、
す
べ

て
の
女
性
と
女
の
子
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
実
現
す

る
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
と

は
、
人
生
や
日
常
生
活
で
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
自
分
の
意

志
で
選
び
と
っ
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
（
自
己
決

定
権
の
確
立
）
で
す
。

　

こ
の
目
標
５
の
６
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、
世
界
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
全
て
包
括
的
に
入
っ
て
い
ま
す
。

世
界
共
通
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と

そ
の
解
決
策
は
？

　

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
の
前
文
に
は
「
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
を
実
現
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
す
べ
て
の
女
性
と
女
児
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と
が
明
言
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
で
、
世
界
共
通
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
大

き
く
３
つ
に
集
約
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
①
女
性
に
対
す
る

暴
力
（
性
暴
力
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）
の
撲
滅
、
②
無
償
ケ
ア
労
働
（
家
事
、
育
児
、
介

護
、
看
護
）
の
負
担
の
軽
減
と
責
任
の
再
分
配
、
③
意
思

決
定
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
、
で
す
。

①
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撲
滅

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撲
滅
は
、
世
界
中
で
重
要
な
課

題
で
す
。
性
暴
力
や
望
ま
な
い
妊
娠
に
よ
り
教
育
を
受
け

る
こ
と
を
諦
め
た
り
、
途
上
国
で
は
安
全
性
の
高
い
ト
イ

レ
設
備
が
な
い
た
め
性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
う
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
と
い
う

の
は
心
と
身
体
の
自
己
決
定
権
を
侵
害
す
る
最
た
る
形
態

で
す
。
途
上
国
で
は
安
全
な
ト
イ
レ
設
備
の
整
備
が
必
要

で
す
し
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
教
育
は
、
日
本
に
お
い
て

も
重
要
で
す
。

大崎　麻子
関西学院大学客員教授
米国コロンビア大学国際公共政策大学院で修士号（国際
人権・人道問題専攻）を取得後、国連開発計画（ＵＮＤＰ）
にて、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの推進
を担当した。世界各地で女子教育、女性の雇用・起業支
援、政治参加の促進などのプロジェクトを手がけた。現
在はフリーの国際協力・ジェンダー専門家として、国内
外で活動中。大学院在学中に長男を、国連在職中に長女
を出産し、途上国への子連れ出張も多数経験。男女共同
参画推進連携会議有識者議員、国際女性会議WAW! ア
ドバイザー、公益財団法人プラン・インターナショナル・
ジャパン理事等を務める。著書に『女の子の幸福論　もっ
と輝く明日からの生き方』（講談社）、『エンパワーメン
ト　働くミレニアル女子が身につけたい力』（経済界）

世界中でジェンダー問題を解決する活動が進められています。

早すぎる結婚防止の横断幕を持つキャン
ペーン参加者（ネパール）

※写真提供：プラン・インターナショナル

「女の子が安心できる学校づくり」プ
ロジェクトで行う男女参加のワーク
ショップ（グアテマラ）

「６つのターゲット」　

１．あらゆる形態の差別の撤廃

２．公共・私的空間における暴力の撤廃

３．児童婚、強制婚、女性器切除などの有害な慣行の撤廃

４．無償ケア（育児・介護・家事・看護）労働の再分配

５．  意思決定における女性の完全かつ意味のある参画及び平等
なリーダーシップの機会の確保

６．性と生殖に関する健康及び権利への普遍的アクセスの確保

※大崎氏講演資料を参考に作成
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②
無
償
ケ
ア
労
働
の
負
担
の
軽
減
と
再
分
配

　

家
事
・
育
児
な
ど
「
無
償
ケ
ア
労
働
」
は
、
誰
か
が
絶
対
に

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
重
要
な
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
途
上

国
で
は
、
水
く
み
等
を
女
の
子
が
担
う
た
め
女
子
の
就
学
率
を

下
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
だ
け
が
ケ
ア
労

働
を
負
担
す
る
と
、
経
済
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
子
ど
も
や
女
性
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
途
上
国

で
は
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
こ
と
、
先
進
国

で
は
家
庭
内
の
男
女
間
で
の
再
分
配
や
、
保
育
園
な
ど
を
整
え

る
な
ど
、
家
庭
と
社
会
の
間
で
の
再
分
配
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
意
思
決
定
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

　

最
後
に
、
法
律
・
政
策
を
決
定
す
る
立
場
に
女
性
が
少
な
い

と
女
性
の
実
状
や
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
法
律
が
作
ら
れ
ま
せ

ん
。
5
月
29
日
に
、
女
性
活
躍
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
が
成

立
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
Ｇ
７
の
中
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
禁
止
す
る

法
律
が
な
い
の
は
日
本
だ
け
で
す
。
ま
た
、
性
暴
力
に
関
す
る

法
律
も
世
界
か
ら
大
き
く
後
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。
現
状
を
改

善
す
る
に
は
、
女
性
の
国
会
議
員
や
企
業
の
管
理
職
な
ど
の
意

思
決
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
女
性
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
平
等
な
環
境
の
整
備
と
、
意
識
改
革
の
両
方
を

進
め
る
こ
と
が
国
際
社
会
で
も
大
切
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

わたしたちの日常生活でも、ＳＤＧ
ｓの達成にできることが沢山ありま
す。国際連合広報センターから、
「ナマケモノにもできるアクション
ガイド」を参考に、一人ひとり行動
していきましょう。

出典：国際連合広報センター

https://www.unic.or.jp/files/
sdgs_201901.pdf

ゴー・ゴールズ！
すごろくでＳＤＧｓを学ぼう

国連広報センターは、ブリュッセルの国連地域広報サー
ビス（UNRIC）がElyxの創作者ヤシン・アイトゥ・カ
シ（YAK）の協力を得て作成したGo Goalsを日本語化
しました。子どもも大人も楽しく遊びながら、SDGsを
学べるすごろくです。
国連広報センターＨＰを参照ください。
https://www.unic.or. jp/activit ies/economic_social_
development/sustainable_development/2030agenda/go-goals/

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
本
の
紹
介

国谷裕子と考えるＳＤＧｓがわかる本
国谷　裕子【監修】
（文溪堂）
17の目標と169のターゲットを始
め、ＳＤＧｓについて、子どもたちに
知ってもらい、他人事ではなく、自分
たちの課題として、考えられるように
なる本。この1冊でＳＤＧｓの全体像
がわかる「子どもむけＳＤＧｓ総論
本」。

ＥＭＰＯＷＥＲＭＥＮＴ　働くミレ
ニアル女子が身に付けたい力
大崎　麻子【著】
（株式会社経済界）
激動の時代「エンパワーメント」が
幸せな人生の基盤になることをミレ
ニアル世代の女性たちに伝える必
読の書。20代・30代の働く女性が
とるべき「選択・決断・意思の持ち
方」がよくわかる本。

レベル３家の外でできること
・買い物にはマイバッグを持
参しよう。レジ袋は断って、
いつもマイバッグを持ち歩
くようにしよう。
・買い物は地元で！地域の企
業を支援すれば、雇用が守
られるし、長距離トラック
の運転も必要なくなる。

レベル４職場でできること
・女性は男性と同じ仕事をし
ても、賃金が10%から30%
低く、賃金格差はあらゆる
場所で残っている。同一労
働同一賃金を支持する声を
上げよう。
・労働にまつわる権利につい
て知ろう。

レベル１ソファーに寝たまま
できること
・いいね！　するだけじゃな
く、シェアしよう。女性の
権利や気候変動について
ソーシャルメディアでおも
しろい投稿を見つけたら、
ネットワークの友達にシェ
アしよう。

レベル２家にいてもできること
・ドライヤーや乾燥機を使わ
ずに、髪の毛や衣服を自然
乾燥させよう。衣服を洗う
場合には、洗濯機の容量を
フルにして使おう！



5
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

講座・イベントれぽ～と ３月～７月に行われた
講座やイベントの報告

とちぎ女性活躍応援フォーラム2019
　女性の活躍やワーク・ライフ・バランスの推進に取組む「男女
生き活き企業」の表彰式、受賞企業の優良事例発表、とちぎ女性活
躍推進学生会議による提言発表及び講演会を開催します。

●開催日時　12/13（金）13:30〜16:30
●基調講演　講師　三菱UFJリサーチ&コンサルティング(株)
　　　　　　　　　執行役員主席研究員
　　　　　　　　　中央大学経営研究科客員教授
　　　　　　　　　　　　　　　矢島　洋子　氏
●開催場所　パルティホール
●対　　象　企業経営者、一般県民（どなたでも）
●定　　員　300名（先着順）

地域で活動するみなさまへ
とちぎ女性活躍応援団に登録しませんか！？

　栃木県では、女性の活躍推進に一緒に取り組んでいただけ
る団体を募集しています。
　この応援団は、地域で活動するグループも対象となります。
　ご登録いただけますと、「とちぎウーマンナビ」からグ
ループの紹介ができ、活動のＰＲにもお使いいただけます。
　地域で活動しているみなさま、ご登録お待ちしています！

詳しくは　とちぎウーマンナビ　で検索！　あるいは右のＱＲコードからアクセス！

６月

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と

は
、
自
分
自
身
が
気
づ
か
ず
に
持
つ

偏
っ
た
見
方
・
考
え
方
の
こ
と
で
、
近

年
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
や
、
多

様
性
を
高
め
る
鍵
と
し
て
も
、
大
変
注

目
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

午
後
の
部
で
は
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
の
第
一
人
者
で
あ
る
、

パ
ク
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
日
本
で
女
性
活
躍
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
、
男
性
優

位
の
企
業
の
組
織
風
土
、
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
と
い
う
性
別

役
割
分
担
意
識
が
背
景
に
あ
る
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
へ
の
取
組
は
、
そ
れ
ら
の
解
決
の
糸
口
と
な
る
の

で
す
。

　
「
こ
の
写
真
の
中
で
、
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
な
ら
？
」
「
海

外
出
張
を
頼
む
な
ら
？
」
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
写
真
や
、

与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
得
た
率
直
な
印

象
を
、
周
り
の
人
た
ち
と
話
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
持
つ
バ
イ
ア
ス

（
偏
見
）
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
バ
イ
ア
ス
（
偏
見
）
の
影
響
を
抑
え

る
た
め
に
は
、
「
自
分
に
バ
イ
ア
ス
が

あ
る
こ
と
を
認
め
、
人
を
判
断
す
る
と

き
は
、
よ
く
考
え
る
と
い
う
こ
と
、
目

指
す
の
は
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
受
容

さ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
だ
」
と
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
〜
29
日
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
栃
木
県
で
も
、
毎
年
「
男
女
共
同

参
画
社
会
を
考
え
る　
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
22
日（
土
）に
開
催
し
、
午
前
中
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の
地
域
活
動
発
表
、

午
後
は
パ
ク
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
氏
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
偏
見
）
〜
そ
れ
っ
て
本
当
に
正
し
い
の
？

見
方
を
変
え
た
ら
世
界
が
変
わ
る
〜
」

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

　
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

　

午
前
の
部
で
は
、
鹿
沼
ア
テ
ッ

プ
の
会
に
よ
る
『
男
の
台
所
』
等

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
、

男
性
の
家
事
参
画
を
促
す
た
め
に

発
足
し
、
活
動
は
10
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

買
い
物
や
後
片
付
け
も
含
ん
だ

調
理
実
習
を
行
う
な
ど
、
男
性
が

老
後
も
活
き
活
き
と
生
活
を
送
る

た
め
に
は
…
を
考
え
、
様
々
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
日
本
女
性
会
議
2
0
1
9
さ
の
〉

　

日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ
の

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大

会
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
男
女
と
も
に
、
人
生
100
年
時

代
を
ど
う
描
く
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
た

く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

『
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ

の
』
は
、
佐
野
市
に
て
10
月
25
日

（
金
）〜
27
日（
日
）の
３
日
間
開
催

さ
れ
ま
す
。

〈
午
前
の
部
　
地
域
活
動
発
表
〉
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

７〜10月

６〜12月

とちぎウーマン応援塾（全7回）

とちぎ女性活躍推進学生会議（全6回）
講師： ワーク・ライフバランスコンサルタント　近藤　千園　氏、　皆川　紘子　氏

▲訪問前に、企業での調査内容について討議▲企業でのヒアリング

　
こ
れ
か
ら
就
職
を
迎
え
る
県
内
の
大
学
生
、

短
大
生
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
と
ち
ぎ
女
性
活

躍
推
進
学
生
会
議
」
を
県
が
設
置
し
ま
し
た

（
運
営
:
当
財
団
）
。
3
学
校
か
ら
25
名
の
学

生
が
参
加
し
、
女
性
活
躍
先
進
企
業
を
訪
問
調

査
し
た
後
、
県
内
企
業
の
女
性
活
躍
が
さ
ら
に

進
む
た
め
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
発
表
し
ま

す
。

　

6
月
の
プ
レ
授
業
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
や
県
内
企
業
の
女
性

活
躍
推
進
の
現
状
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
ま
し
た
。
ま

た
、
企
業
調
査
に
備
え
て
、
各
企
業
へ
の
質
問

内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
7
月
か
ら
は
、
5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
企

業
10
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
各
社
で
女
性
活
躍

推
進
の
取
組
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
人
事
担
当
者
や
女
性
社
員
に
対
し

て
、
働
き
方
改
革
や
両
立
支
援
策
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
等
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
ご
回
答
頂

き
ま
し
た
。
職
場
も
見
学
し
、
女
性
社
員
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
、
9
〜
11
月
に
は
、
提
言
内
容
を
練
る

た
め
の
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
発
表
の
た

め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
も
磨
く
予

定
で
す
。

　

提
言
は
12
月
13
日
に
パ
ル
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
る
「
と
ち
ぎ
女
性
活
躍
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
9
」
に
お
い
て
学
校
ご
と
に
発
表
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
お
越
し
く
だ
さ
い
!

▲グループ発表の様子▲お茶の水女子大学大学基幹研究院
　人間科学系准教授　斎藤　悦子　氏

　

と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
は
、
地
域
で
活

動
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、
各
種
審

議
会
や
地
域
活
動
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
で
き
る
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

7
月
6
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
第
1
回
目

の
講
義
で
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
基
幹
研

究
院
人
間
科
学
系
准
教
授 

斎
藤
悦
子
先
生
を

お
招
き
し
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
現
状

と
課
題
」
「
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
統
計

の
基
礎
知
識
と
活
用
」
の
２
つ
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

統
計
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
男
女
共

同
参
画
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
統
計
の
探
し
方
や
、
実
際
の
活
用
方
法

を
実
践
的
に
学
び
、
最
後
に
成
果
物
の
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
数
値
を
使
っ
て
考
え
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
良
く
わ
か
っ

た
。
」
「
実
際
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の

疑
問
を
数
値
か
ら
読
み
取
り
、
把
握
す
る
こ

と
で
更
な
る
課
題
が
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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７〜９月男女共同参画地域推進員スキルアップ講座（全3回）

　

7
月
17
日
さ
く
ら
市
を
会
場
に
、
「
第
1

回　

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講

座
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
最
新
の

情
報
や
地
域
に
お
け
る
普
及
啓
発
に
必
要
な

知
識
と
技
法
を
習
得
し
、
自
分
の
持
つ
能
力

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
下
野

市
、
宇
都
宮
市
の
2
会
場
で
も
開
催
し
、
更

な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
の（
一
社
）と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会

専
務
理
事
の
土
崎
雄
祐
氏
に
よ
る
「
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
「
男
女
共
同
参
画
」
を
進
め
る
た

め
の
疑
問
・
質
問
・
悩
み
な
ど
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

が
違
う
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
、
自
ら
問
い

を
作
り
答
え
を
導
き
出
す
大
切
さ
や
、
集
団

に
よ
る
支
援
・
促
進
、
一
人
ひ
と
り
が
持
っ

て
い
る
学
ぶ
力
を
互
い
に
引
き
出
す
こ
と

が
、
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
意
味
が
分
か
り
や
す
く
学
べ
ま
し
た
」

「
他
の
方
々
の
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

７〜10月キャリア・マネジメント講座（全6回）

　
企
業
、
団
体
等
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女
性

の
方
を
対
象
に
、
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

へ
の
支
援
や
指
導
的
地
位
に
就
く
た
め
の
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
座
」
の
第
１
回
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
の
加
藤
所
長
か
ら
「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
！
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
県
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状

と
取
組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

を
受
講
し
て
」
と
題
し
、
本
講
座
O
G
の（
株
）

下
野
新
聞
社
の
福
田
佐
和
子
氏
、
北
関
東
綜
合

警
備
保
障
（
株
）の
福
田
智
子
氏
、（
株
）ハ
ヤ
ブ

サ
ド
ッ
ト
コ
ム
の
八
木
澤
裕
子
氏
か
ら
受
講
当

時
の
状
況
や
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
今
の
仕
事
に

つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
三
氏
を

交
え
て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
、
「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
仕

事
の
向
き
合
い
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
普
段
話
し
が
で
き
な
い
他
業
種
の
方
や
、
同

じ
よ
う
な
思
い
、
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
と
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
で
き
て
大
変
有
意
義

だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲普段感じている疑問や悩みを共有する
受講生たち

▲管理職として活躍されている本講座の
OG

▲グループで活発な意見交換▲（一社）とちぎ市民協働研究会
　専務理事　土崎　雄祐　氏
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ち
い
き
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｕ
ｐ
！

　

今
年
で
5
年
目
を
迎
え
る
「
と
ち
ぎ
農
業
女
子

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
栃
木
県
内
で
農
業
に
従
事

す
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
個
々
の
経
営
発

展
、
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は

約
60
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、
家
庭
を
持
つ
母
親
で
も

あ
る
の
で
農
作
業
、
育
児
、
家
事
も
こ
な
す
毎
日

で
す
。
主
な
活
動
は
、
「
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
び
ぃ
な
す
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
の
5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
分
か
れ

て
お
り
、
一
年
間
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
ま

す
。
「
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
加
工
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
試
食
を
重
ね
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
商
品
を
開
発
し
、
県
庁

の
マ
ル
シ
ェ
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
農
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
デ
ザ
イ

ン
と
機
能
を
兼
ね
備
え
た
作
業
着
を
製
品
化
し
た

り
、
子
ど
も
達
に
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

た
り
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
農
業
女
子
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
と
の
こ
と
。
「
ま

だ
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
女
性
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
た
め
ら
わ
ず
に
気
分
転
換

と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
仕

事
を
し
て
い
る
け
ど
余
暇
を
生
か
し
て
起
業
し
た

い
」
「
子
育
て
中
で
あ
る
が
趣
味
を
生
か
し
て
副

収
入
を
得
た
い
」
な
ど
、
夢
を
持
っ
て
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
女
性
を
応
援
す

る
た
め
、
パ
ル
テ
ィ
内
に
応
援
事
業
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
4
日
か
ら
9
月
3
日
ま
で
は
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
雑
貨
の
シ
ョ
ッ
プ
“
t
y
u　
t
y
u
”
が

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
麻
糸

で
編
ん
だ
バ
ッ
グ
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
赤
ち
ゃ

ん
用
の
ス
タ
イ
、
布
ナ
プ
キ
ン
な
ど
を
販
売
し
、

『
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
楽
し
め
る
雑
貨

屋
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
作
る
人
は
作
っ
て
楽
し
い
、
売
る
人
は
買
っ

て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
、
買
う
人
は
プ
チ
プ
ラ
イ
ス

で
嬉
し
い
、
こ
こ
は
“
嬉
し
い
楽
し
い
”
が
循

環
す
る
空
間
で
す
。
最
近
は
お
出
か
け
の
つ
い

で
に
ふ
ら
っ
と
寄
っ
て
、
『
新
作
は
あ
る
?
』
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が
い
る
ん
で
す

よ
。
」
と
話
す
t
y
u 

t
y
u
の
室
谷
菜
穂
子

さ
ん
。

　
セ
ン
タ
ー
は
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
あ
な
た
を
応

援
し
ま
す
!
夢
を
実

現
す
る
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
ど
う
ぞ
ご
活
用

く
だ
さ
い
!

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

0
2
8

−

6
6
5

−

8
3
2
3

農業に携わる女性をつなぐ「とちぎ農業女子プロジェクト」

2019年度　プチ起業・プチ活動応援事業

プロジェクト参加希望の方は下記へご連絡ください。
・  各地域農業振興事務所（経営普及部　経営指導担

当グループ）
・農政部経営技術課　☎ 028-623-2317
「だから農業は面白い」は栃木県ＨＰからご覧いただ
けます。
www.pref.tochigi.lg.jp/g04/gizyutu/documents/dakara_alldata_hp.pdf

　
県
外
か
ら
栃
木
県
の
農
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
会

社
員
の
家
庭
で
育
っ
た
た
め
、
農
家
の
嫁
の
仕
事

も
分
か
ら
ず
、
結
婚
当
初
は
、
話
せ
る
友
人
も
い

な
く
気
が
沈
む
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
休
み
や

給
与
が
不
定
期
で
あ
る
農
家
特
有
の
悩
み
は
、
旧

友
に
は
共
感
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
ち
ぎ
農

業
女
子
に
参
加
し
て
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
で
前
向
き
に
な
れ
ま

し
た
。

　

農
家
を
継
い
で
20
年
間
米
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
農
業
を
語
れ
る
頼
も
し
い
仲
間

と
出
会
え
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
日
々
の
仕
事

は
体
力
的
に
も
き
つ
く
、
目
の
前
の
業
務
で
手
一

杯
で
す
が
、
こ
の
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集

ま
り
に
は
必
ず
時
間
を
作
っ
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
一
歩
外
に
出
て
勉
強
を
す
る
と
、
改
め
て
自

分
の
農
業
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
毎
回
良

い
刺
激
や
沢
山
の
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▲プロジェクトごとに今年度の計画を発表
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相
談
ル
ー
ム
か
ら

「
言
葉
の
チ
カ
ラ
」

　
言
葉
に
は
、
人
を
幸
せ
に
も
不
幸
に
も
す

る
力
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
無
意
識
に
発
し
て
い
る
言
葉
を

振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
言
葉
に
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え

た
、
あ
な
た
の
心
優
し
い
「
想
い
」
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
「
思
い
」
と
「
想
い
」
は
違
い
ま
す
。

　
「
思
い
」
か
ら
出
た
言
葉
は
、
自
分
の
一

方
的
な
感
情
か
ら
、
時
と
し
て
相
手
を
傷
付

け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、「
想
い
」
を
込
め
た
言
葉
と
は
、

「
相
手
の
心
」
と
書
く
と
お
り
、
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
、
気
遣
う
気
持
ち
か
ら
発

す
る
も
の
で
す
。

　
そ
れ
は
い
つ
も
相
手
に
と
っ
て
響
き
の
良

い
言
葉
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
言
葉
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
け
れ
ど
、
そ
こ
に
あ
な
た
の
「
想
い
」

が
あ
れ
ば
、
相
手
の
こ
と
を
親
身
に
考
え
て

い
る
あ
な
た
の
気
持
ち
は
伝
わ
る
で
し
ょ
う
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い

る
な
ら
、
自
分
の
発
す
る
言
葉
が
「
想
い
」

か
ら
で
は
な
く
、「
思
い
」
か
ら
発
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

相
手
に
自
分
の
「
思
い
」
を
押
し
付
け

ず
、
相
手
の
気
持
ち
を
汲
み
取
れ
れ
ば
、
そ

こ
に
愛
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
言
葉
で
、

あ
な
た
自
身
を
満
た
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
あ
な
た
が
人
間
関
係
で
つ
ま
ず
い
た
時
、

あ
な
た
の
「
想
い
を
込
め
た
言
葉
」
を
一
緒

に
探
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
法
律
相
談(

面
接)

　
　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分(

予
約
制)

◆
Ｄ
Ｖ
法
律
相
談(

面
接)

　
　
日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い(

予
約
制)

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
４

　
就
職
・
再
就
職
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
。

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ

い
の
か
」
「
自
分
が
働
け
る
所
が
あ
る
の
か

不
安
・
・
・
」
「
仕
事
っ
て
ど
う
探
せ
ば
い

い
の
？
」
な
ど
、
仕
事
に
つ
い
て
の
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
「
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
が
わ
か

ら
な
い
」
「
面
接
も
心
配
。
特
に
子
ど
も
が

小
さ
い
時
は
ど
う
答
え
て
い
い
の
？
」
な

ど
、
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
ご
自
分
の
中
に
あ
る
不
安
や
抱
え
込

ん
で
い
る
事
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
す

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
等
を

整
理
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
就
職
相
談
窓

口
で
は
、
お
仕
事
選
び
か
ら
応
募
書
類
の
作

成
・
面
接
対
応
ま
で
、
女
性
の
就
職
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
本
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
行

う
“
適
職
診
断
”
も
あ
り
ま
す
。
職
業
選
択

の
ひ
と
つ
と
し
て
お
勧
め
し
ま
す
。
興
味
・

能
力
・
価
値
観
が
診
断
で
き
ま
す
。

　
今
、
何
を
し
て
お
く
と
良
い
か
等
、
様
々

な
角
度
か
ら
将
来
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
を

共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
お
電

話
く
だ
さ
い
！

※
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
就
職

相
談
は
、
雇
用
保
険
受
給
対
象
の
就
職
活
動

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
該
当
と
な
る
方
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

 

就
職
相
談
窓
口
で
す

◆
電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
予
約
優
先
）

　
毎
週
水
曜
日　
9
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
７
２
４

◆
予
約
専
用

　
火
曜
日
〜
土
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
３
２
３

　
※
面
接
相
談
は
電
話
で
予
約
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

女
性
の
相
談
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
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情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら

パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約22,000冊の図書があり、貸出し
ています。ホームページからも検索・予約ができ
ます。ぜひご利用ください。

話題の映画などを紹介します。

　時は1970年代、アメリカ。貧しいユダヤ人家庭に生まれたルース・ギンズバーグは、「すべ

てに疑問を持て」という亡き母の言葉を胸に努力を重ね、名門ハーバード法科大学院に入学す

る。家事も育児も分担する夫のマーティンの協力のもと首席で卒業するが、女だからというだけ

で雇ってくれる法律事務所はなかった。やむなく大学教授になったルースだが、弁護士の夢を捨

てきれず、ある訴訟が、歴史を変える裁判になることを信じ、自ら弁護を買って出る。

　貧しさと差別をバネに、弱い立場の人々と手を組んで、権力に立ち向かうルースの逆転劇に、

心の拳を高く振り上げずにはいられない爽快な感動実話！

（ＤＶＤ発売中・レンタル中）

「ビリーブ 未来への大逆転」　  　2018年　アメリカ

「ほとんどない」ことにされている側
から見た社会の話を。

ありのままの私

知っていますか？ＳＤＧｓ
ユニセフとめざす2030年のゴール

もしものときサバイバル術 J r .
〜災害時に役立つスキルを手に入れろ！〜

小川　たまか【著】

安富　歩【著】

公益財団法人日本ユニセフ協会【制作協力】

（太郎次郎社エディタス）

（タバブックス）

（ぴあ）

（さ・え・ら書房）

片山　誠【著】高橋　未来【イラスト】

　2016年から2018年にかけて起こった性
犯罪やそれにまつわる世論、刑法改正、
ジェンダー炎上案件などをとりあげ、
「ほとんどない」ことにされている被害
者側から見た意見を、ライターである著
者が、取材し発信してきた記録です。

　「女性装」の東大教授として話題の著者
の、女性装に至る来歴、その過程で感じた
こと、考えたことが綴られています。その
経験から見えてきたものは、「自分自身で
ないもののフリ」をすることは、すべての
“暴力の根源”だ、という発見でした。多
様な生き方、視点を与えてくれる一冊で
す。

　SDGsとは世界中のみんなでめざす
2030年のゴールです。達成するために、
私たちはなにをすればいいのか。まずは
SDGsのことを「知って」「わかる」ことか
らはじめてみませんか。SDGsについて分
かりやすく書かれた「SDGs入門書」です。

　「もし」災害があった「とき」どうす
る？なにができる―？
　救助の現場では、災害発生後3日間（72
時間）の動きが勝負を決めるとされていま
す。８つのプログラムを体験しながら、災害
時を生き抜くスキルとマインドを習得。い
ざという時に活躍できる「サバイバルマス
ター」を目指しましょう！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『ビリーブ 未来への大逆転』
発売・販売元：ギャガ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
※C2018 STORYTELLER DISTRIBUTION 
CO., LLC.
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講
座
案
内

後期講座のご案内
※8月1日（木）より受付スタート。詳細は必ずホームページまたは講座案内でご確認ください。

2019年度

栃木県とちぎ男女共同参画センター　
TEL：028-665-8323　FAX：028-665-8325

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

1
男女共同参画セミナー
公開講座2019
ジェンダーはビジネスの新教養

昭和女子大学
現代ビジネス研究所研究員
治部　れんげ

9/26(木)
13：30～15：30 どなたでも 150名

(先着順） 無料 9/25(水) 会場は
宇都宮大学

2 女性への暴力を
考える講演会

一般社団法人Spring
代表理事　山本　潤

12/21(土)
13：30～15：30 どなたでも 150名

（先着順） 無料 定員になり
次第締切

3 生涯を通じた女性の
健康を考える講座

(株)ウェルネスライフサポー
ト研究所　代表取締役
加倉井　さおり

2/1（土）
13：30～15：30 どなたでも 150名

（先着順） 無料 1/31（金）

4 男性のワーク・
ライフ・バランス講座

①NPO法人tadaima!
代表理事　三木　智有
②宇都宮文星短期大学
教授　藤生　惠子

①10/12（土）
13：00～15：00
②11/30（土）
10：00～13：00

働く男性 各30名
（先着順）

②のみ
材料費

①10/11(金)
②11/16(土)

①のみ保育有
1講座だけの

受講も可

5
助産師による相談会

（お申込みは不妊相談センターまで）
028-665-8099

不妊専門相談センター
相談員

①9/29(日)
②12/19(木)
③2/15(土)

13：30～15：30

不妊に関連した
悩みをもつ方
及びご家族

各回
10名程度 無料 各回前日

詳細は
講座案内

又はHPにて

(公財)とちぎ男女共同参画財団
TEL：028-665-7706　FAX：028-665-7722

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

6 女性のための
こころのケア講座

認定NPO法人ウイメンズハウス
とちぎ　カウンセラー
藤平　裕子

8/22(木)～
2/13(木)

10：00～12：00
女性 各回

15名
各回

500円
各回
前日

7 夢を引き寄せる！ 
ドリームマップ講座（全1回）

（一社）ドリームマップ普及協会
認定ドリームマップファシ
リテーター　川村　紀子

9/7(土)
10：00～16：00

高校生以上、
どなたでも 30名 2,000円 8/7（水） 別途教材費

2,160円

8
パルティキャリア塾Ⅰ
イライラを笑顔に変える
アンガーマネジメント講座

Omage－オマージュ－代表
冨沢　三輪子

11/9(土)
10：00～15：00 女性 30名 2,000円 10/8(火)

9
パルティキャリア塾Ⅱ
仕事に生かす！
アドラー心理学講座

アドラー心理学勇気づけトレーナー
北村　優子

1/18(土)
1/25(土)

10：00～15：00
2回とも受講
可能な女性 25名 4,000円 12/10(火)

10 防災ママカフェ （一社）スマートサプライビジョン
特別講師　かもん　まゆ

11/16(土)
10：00～12：00

防災に関心・
興味のある方 40名 200円 11/2(土) 保育締切日

10/26（土）

11 アサーティブ・
トレーニング講座

NPO法人TEENSPOST代表
八卷　香織

1/11(土)
10：00～16：00

1/12(日)
10：00～15：00

全2回受講可能な方
（家族・親しい方

同士での参加は
不可）

30名 4,000円 12/10(火)
別途教材費
1,650円

程度

12
ポジティブ・
ディシプリン講座
～がんばりすぎない前向きな子育て

（一社）ママリングス代表　
落合　香代子

10/30(水)
11/6(水)

10：00～12：00

小学校低学年くらい
までの母親、父親、
祖父母、子育て支援者

25名 2,000円 10/1(火)

13 男の生活工房
～作って食べて暖話して～

料理研究家  臼居　芳美
他３名

10/26(土)～
12/14(土)

10：00～14：00
男性 25名 2,500円 9/25(水)

別途教材費
2,500円

※全4回分

14 エクセルステップアップ パソコンインストラクター
10/10(木)～
10/29(火)

10：00～12：00

基礎編修了者、または
四則演算、簡単な関数・

表作成ができる方
20名 6,000円 9/12(木) 別途教材費

1,000円

15 仕事に役立つパソコン講座
～エクセル活用術～ パソコンインストラクター

11/30(土)
12/7(土)

10：00～15：00

エクセルステップ
アップの内容を
理解している方

20名 5,000円 10/30(水) 別途教材費
2,050円

NO.1～NO.4
お申込み・お問い合わせは→　

NO.6～NO.15
お申込み・お問い合わせは→　

電話、FAX、ホームページ、直接のご来館でも受け付けております。
上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している

「講座案内（A３サイズ）」や各講座チラシでご確認ください（ホームページでもご覧になれます）。
 http://www.parti.jp/   （パルティ　で検索）

パルティ 検 索
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開 館 時 間／9：00〜21：00（日曜日は17：00まで）
休　館　日／毎週月曜日
 国民の祝日
 12月29日〜1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください。（有料）
利用お申込み／窓口受付時間9：00〜17：00
 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください
編集・発行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
　　　　　　　※おかけ間違いのないよう、お願いします。
U 　 R 　 L／http://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

明日のビジネスを担う女性たちの交流会
in 小山
12月10日（火）14:00〜17:15
小山市立文化センター小ホール
【基調講演】
　テーマ：「女性はもっと活躍できる！」
　講師：髙松　和子　氏（21世紀職業財団業務執行理事）
【パネルディスカッション】
　テーマ：「一歩先のキャリアへ」
　地元で活躍する女性をパネリストにお迎えし、これまで
の職業人生や後輩女性たちへのメッセージなどを伺います。
【交流会】
　パネリストとも直接話ができ気軽に参加できる交流会
です。

楽しいイベントがもりだくさん!
フェスタinパルティ 2019
11月16日（土）10:00〜15:00

小山市　トップセミナー　
〜経営のプロが語ります！〜
10月3日（木）13:00〜15:00
小山市立文化センター大ホール
　元カルビー会長来る！経営者の流儀を聴いてみませんか？
【第1部】イクボス取組発表
【第2部】講演会
　テーマ「Ｃｈａｎｇｅ，ｏｒ　Ｄｉｅ！」
　講師　RIZAPグループ株式会社特別顧問　松本晃氏

　今年のテーマは『つながろう　笑顔で、つなげよう　未
来へ。』と題し、誰もが生き生きと自分らしく暮らせる社
会をつくるために、みんなでつながり、やさしい未来へと
つなげていこうという企画が出展されます。グループ・団
体による発表・展示・販売などのほか、｢防災ママカフェ｣
を開催します。ご家族・お友達お誘いの上、ぜひお越しく
ださい。
（入場無料・申込
不要※「防災ママ
カフェ」は要事前
申込、参加費200
円）

いよいよ開催「日本女性会議 2019 さの」
日時：2019年10月25日（金）〜10月27日（日）
プログラムは、ＨＰにてご覧いただけます　URL　https://jwc2019sano.jp

サバイバルネット・ライフが社会貢献活動賞を受賞

　サバイバルネット・ライフ（理事長　仲村　久代氏）
が、（公社）栃木県経済同友会から、平成30年度社会貢
献活動賞を授与されました。これは、20年以上にわた
りDVや虐待など人権被害を受けた女性に対し、寄り添
い支援を行ってきた多大な功績をたたえるものです。

●お問合わせ　小山市男女共同参画課
TEL:0285-22-8078　　　FAX:0285-22-8079
※電話・FAX・応募フォーム（小山市ホームページ）
にてお申込みください。


